
生活クラブ東京の組合員による組合員のための機関紙
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のらっこあきる野で、種子や農法にこだわった野菜づくりを楽しく体験しませんか？
10月の講習会では、冬野菜の種まき・定植・栽培管理の実演と説明を行い、それぞれの区画で作業をすすめました

私たちの手でできることを始めよう
「今、ここ」から変えていくエネルギー政策

イベント案内（展示会・協同村・生活クラブの学校）

リレーコラム
「生産量0.06％」とても貴重な国産加工用トマト
わたしの声Q＆A・わたしの声カード など

隙間時間を活用してデポーをサポート

組織の概要（2024年 10月末現在）

●組合員数 (デポー含む )92,870人  ● 10月度加入817人 /脱退553人

● 10月度利用高21億 2,527万円 /世帯当り29,558円 (デポー除く )

生活者・生産者をむすぶ生活クラブ（エス）を楽しみ、参加する（エンジョイ＆ジョイン）ための情報提供がジョイエスの役割です
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【鼎談】
平田 仁子さん（一般社団法人Climate Integrate 代表理事）
山川 勇一郎さん（株式会社さがみこファーム 代表取締役社長）
加瀬 和美さん（生活クラブ東京 理事長）

生活クラブ農業体験農園「のらっこあきる野」
募集対象：組合員とその家族で定期的に通える方　
利用期間：2025年3月下旬～2026年1月末まで
利用料金：年間44,000円（税込）
　　　　　※指導料・農具・種苗・収穫物代金含む
募集区画数（予定）：20区画　※1区画約24㎡

場所：あきる野市下代継（JR五日市線 武蔵引田駅または秋川駅より徒歩 12分）
申込締切：2025年 1月 13日（月）
※申し込み多数の場合は抽選。入園説明会のお知らせを別途ご案内します

お問合わせ：政策推進課　TEL 03-5426-5204

2025年度
参加者募集

お申込みはこちら▶

年内は 12/30（月）まで開所
年始は 1/6（月）からスタートします

年末年始スケジュール

WEBサイト Facebook Instagram
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ただいまクリスマス用の鶏肉、年末年始の鮮魚の予約受付中！

詳細・申込みは
各デポーまで

12/31（火）～1/3（金）の配達はお休みです
一部配達曜日に変更があります。ご注意ください。

●月曜・火曜配達の方
12月5回は一日ずつ前倒しの日程でお届けします。
・月曜配達の方 12/29（日）　・火曜配達の方 12/30（月）
●水曜・木曜・金曜配達の方
12月４回が年内最後のお届けです。配達曜日の変更はありません。
・水曜配達の方 12/25（水）　
・木曜配達の方 12/26（木）
・金曜配達の方 12/27（金）

1/6（月）から配達開始

を活用して
 を

新しく見つけたデポーとの関わりかた

まち・せたがや　
高橋 弘子さん

年末のデポーでの受け取りの際にワークのチラシを貰っ
て、家も近いので軽い気持ちで登録しました。1回2時間
からと隙間時間に出来るので続けやすいです。お子さんが
幼稚園に行っている間にされている方もいます。野菜の袋
詰めや消費材の陳列など簡単な作業が多いので、誰でも参
加できるところがおすすめです。旬の野菜を手にしながら
レシピを教えあったり、来所した生産者とお話をしたり、
作業しながらのコミュニケーションも楽しいです。

　ワークはデポー運営に必要な組合員活動（有
償ボランティア）です。1時間のワークで食
品のみに使える500円分のデポーお買い物
ポイントとして還元されます。ワークシェア
リングの考え方をベースにみんなで少しずつ
作業を担います。
　クリスマス・正月用品をスムーズに受け渡
しができるよう、たくさんの
ワークを募集しています。

試食ワーク
生産者による消費材の紹介の時に
試食の準備のお手伝い

組込ワーク
季節品カタログや広報紙など
印刷物をひとまとめにセット

情報ワーク
「組込ワーク」でひとまとめにした
印刷物を近隣の組合員宅へポスティング

年末特別ワーク
予約のクリスマス・正月用品
の仕分け、組合員へ受け渡し

まずは年末の特別ワークに

登録しませんか？

予約〆切▷11/30（土）
受渡日▷ 12/21（土）～23（月）

クリスマス用　生鶏肉（丸鶏・骨付きモモ）

※いずれもデポーにて受け渡しとなります　

年末用　マグロ・ブリ・カンパチ・カニ
予約〆切▷12/7（土）
受渡日▷ 12/29（日）・30（月）

年内の最終配達

ワークした分はお金ではなくお買い物ポイントで還元されるところにも組合員活動
らしさを感じています。無理なく自分のライフスタイルに合わせてできるワーク
をこれからも続けていきたいです。

年始の配達

配送をご利用の方へ

デポーをご利用の方へ

フロアーワーク
消費材の陳列、野菜の袋詰め、
フロアーへの荷出しなど

イメージイメージ
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  私たちの手でできることを始めよう
特集●【鼎談】「今、ここ」から変えていくエネルギー政策
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、
現
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環
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０
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２
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、
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が
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エ
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ー
と
農
業
と
地
域
の

平田 仁子 さん
1996 年 よりアメリカ の 環 境
NGO で 活 動し、1998 年より
NPO 法人 気候ネットワークに参
加。その後 2022 年に ( 一社 )
Climate Integrate を設立し、同
団体代表理事に就任

加瀬 和美 さん
北東京生活クラブ理事長を経
て、2023 年度より生活クラブ
東京理事長

問
題
を
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決
す
る
糸
口
に
な
る
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で
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上
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。
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知
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山川 勇一郎 さん
2015 年たまエンパワー㈱を設
立し、代表取締役社長に就任。
2019 年 農業法人㈱さがみこ
ファームを設立し、同年相模原市
で初となるソーラーシェアリング
を手掛ける
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と
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。
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取
り
組
ん
で
い
る
平
田
仁
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瀬
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」
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一
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で
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い
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な
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深
く

リ
サ
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ル
？
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節
電
？
」
と
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め
て

も
、
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こ
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自
分
に
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き
る
こ
と
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見
え
ず
に
思
考
停
止
に
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る
。
こ
れ

か
ら
は
、
そ
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な
に
こ
ま
め
な
「
や
ら

な
く
ち
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い
け
な
い
」
で
は
な
く
て
「
こ

ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
！
」「
こ
ん
な
こ

と
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と
、
本
質
的
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解
決
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自
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身
に
寄
せ
ら
れ
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よ
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に
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案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊1 FIT：再生可能エネルギーで発電した電気を、電力会社
　  が一定価格で一定期間買い取ることを国が約束する制度

＊2 ソーラーシェアリング：営農型太陽光発電。農地の上部空間に太陽光発電設備
　  を設置し、営農を継続しながら発電を行う取組み

日本のエネルギー政策の指針を定めるエネルギー基本計画は、現在第７次策定に向けて検討されていま

す。気候危機による影響が年々大きくなる中、今回の改訂は未来を分ける分水嶺です。

しかし、政府は2022年にGX（グリーントランスフォーメーション )実行会議にて原発推進方針を表明。

石炭火力に関しても水素・アンモニアの活用を言い訳に延命をはかっています。

脱原発・脱炭素社会の実現と、再生可能エネルギーの推進を求めて2023年度に生活クラブで行ったエ

ネルギー政策提案の活動を振り返ります。

脱原発、
脱炭素社会の実現と
再生可能エネルギー
中心の社会をめざして

生活クラブで行ったエネルギー政策提案活動
2024年度にエネルギー基本計画が見直されることを見込み、2023年度に国へエネルギー政策の転換を求める署名活動を行ったほか、

各地域で自治体への陳情・請願活動を進めました。

1.脱原発、脱石炭火力を
　 脱炭素政策の柱として早急に実現すること

2.エネルギー基本計画を早急に改正し、
　  2035 年の再生可能エネルギー電力目標を
　  80％以上とすること

3.発電と送配電の所有権分離と、
　  再生可能エネルギーを
　  優先接続・優先給電すること

生活クラブ連合会全体で 10 万筆を目標に活動し、東
京では 2 万 3,728 筆、連合会全体では目標を上回る
11 万 2,957 筆を集めました。2024 年 2 月には院内
集会を行い、国に提出しました。

エネルギー政策提案活動に参加して

地域の実践が再エネ 80％に届くカギ！
国が原発推進に舵を切ったという報道に、どうにかしなくてはと思い、活動に参加しました。署名活動で話をすると多くの
方が「そうだよね」と賛同してくれて、エネルギーのことを一人ひとりに伝えるよい機会になりました。
葛飾区では請願を行い、区議会で陳述しました。しかし残念ながら不採択。「再エネは必要だとは思うが、区としては国
の政策に従う」という内容でした。ほかにも「再エネ 80％は非現実的。発送電分離で電力は不安定になる」など、議員

北東京生活クラブ
理事 泉 美智江 さん

▼国に求めること

「今、ここ」から変えていく
エネルギー政策

に知識がなく、私自身もうまく説明ができず、悔しい思いをしました。
今は地域の小規模発電が再エネを増やすカギだと考えています。今年の夏は本当に暑く、子どもが外で遊ぶのも厳しいくらいでした。そんな時、
公園にソーラーパネルをつけて、その電力で扇風機を回せたら子どもの居場所にもなります。足元から考えて、実行していきたいですね。

各地域で自治体への請願・陳情活動を展開しました。
東京都内では 10 自治体で請願・陳情、４自治体で
意見書を提出しました。東京都議会に対しても陳情を
行いましたが、残念ながら不採択という結果でした。

署名活動

自治体への活動

再エネを
80%
以上に !

早急な脱原発・
脱石炭火力 !

▲院内集会の様子 ▲生活クラブ東京の意見書を東京都に提出

生活クラブの
提案

電源構成（発電量）

＊2
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特集●【鼎談】「今、ここ」から変えていくエネルギー政策
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０
０
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０
０
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こ
れ
か
ら
生

ま
れ
る
命
を
守
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ

の
た
め
の
手
段
は
、
私
た
ち
の
目
の
前

に
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
。「
ど
う
せ
変

え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
認
識
を
超
え
て
、

そ
の
手
段
に
い
か
に
手
を
の
ば
せ
る
か
、

だ
と
思
い
ま
す
。

山
川　

今
は
至
る
と
こ
ろ
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
当
に
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
、
真
偽
を
見
極
め
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

平
田　

そ
う
で
す
ね
。
入
り
口
は
、
楽

し
く
、
や
さ
し
く
で
良
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
を
見
極
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
に
は

加
瀬　

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

討
議
の
様
子
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
田　

現
状
で
は
「
再
エ
ネ
比
率
を
大

き
く
引
き
上
げ
よ
う
」
と
い
う
動
き
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
国
の
討
議
で
は
、

今
の
化
石
燃
料
中
心
の
社
会
を
あ
の
手

こ
の
手
で
守
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
石

炭
・
ガ
ス
・
原
発
な
ど
大
規
模
集
約
型

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕
組
み
そ
の
も
の
に

問
題
が
あ
る
の
に
、
そ
の
根
幹
は
維
持

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
ど
う
に
か
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
枠
組

み
を
変
え
ず
「
や
っ
て
る
感
」
を
出
し

て
い
る
だ
け
に
見
え
ま
す
。

加
瀬　

未
来
を
考
え
る
と
今
が
ギ
リ
ギ

リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
に
…
。

平
田　

審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
自
体
に
問

題
が
あ
り
ま
す　

。
再
エ
ネ
を
推
進
す

る
人
が
ほ
と
ん
ど
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て

動
く
気
配
の
な
い

国
の
政
策

加
瀬　

昨
年
度
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

提
案
活
動
で
脱
炭
素
・
脱
原
発
と
再
エ

ネ
推
進
を
求
め
る
署
名
に
取
り
組
み
、

11
万
筆
を
集
め
ま
し
た
。
そ
の
声
を
改

定
に
反
映
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

平
田　

11
万
人
は
本
当
に
大
き
い
数
で

す
。
一
人
ひ
と
り
の
願
い
や
思
い
が
つ

ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
力
を
ど
う
響

か
せ
る
か
を
考
え
た
い
で
す
。
11
万
人

の
声
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
議
員
に
改

め
て
届
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
街
頭

演
説
し
て
い
る
議
員
に
「
気
候
危
機
の

こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
」
と
直

接
聞
い
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
気

候
危
機
を
気
に
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
を
見
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

加
瀬　

生
活
ク
ラ
ブ
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
自
治
に
つ
い
て
、
都
議
会
議
員
に

ロ
ビ
イ
ン
グ
し
た
り
、
組
合
員
が
自
分

の
住
む
自
治
体
に
話
を
聞
き
に
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。
自
治
体
も
、
住
民
が
再

エ
ネ
に
切
り
替
え
る
と
補
助
金
を
出
す

11
万
人
の
声
を

輝
か
せ
る
に
は

な
ど
い
ろ
ん
な
取
組
み
を
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
そ
れ
が
住
民
に
届
い
て
い

な
い
。
橋
渡
し
が
必
要
に
な
る
と
感
じ

ま
し
た
。

平
田　

国
は
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
よ
り
多
く
の
電
力
が
必
要
に

な
る
と
、
ガ
ス
火
力
や
原
子
力
発
電
を

増
や
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ

Ｘ
推
進
機
構
で
は
、
リ
ス
ク
が
あ
っ
て

も
銀
行
が
投
資
し
や
す
い
よ
う
ア
ン
モ

ニ
ア
混
焼　

発
電
の
開
発
に
公
的
資
金

を
投
入
し
て
い
ま
す
。
逆
に
、
太
陽
光

や
風
力
が
果
た
せ
る
役
割
を
過
小
評
価

し
、
再
エ
ネ
に
冷
や
水
を
浴
び
せ
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

山
川　

再
エ
ネ
業
界
の
力
が
弱
す
ぎ
る

ん
で
し
ょ
う
か
？

平
田　

現
状
で
は
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
11
万
人
の
声
が
大
事
で

す
。
私
た
ち
が
実
践
し
、
底
力
を
見
せ

な
い
と
「
や
っ
ぱ
り
再
エ
ネ
は
ダ
メ
だ
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
足
元
で
で
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
実
践
と
、
そ
れ
を

下
支
え
す
る
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

転
換
を
同
時
に
進
め
て
い
く
。
そ
の
実

現
へ
、
手
を
取
り
合
っ
て
共
感
を
広
げ

て
い
く
た
め
、
私
た
ち
が
覚
醒
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

山
川　

さ
が
み
こ
フ
ァ
ー
ム
で
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
際
、
東
京
と

神
奈
川
の
組
合
員
か
ら
カ
ン
パ
を
募
り

ま
し
た
。
共
感
を
ひ
ろ
げ
た
い
と
思
い

提
案
し
ま
し
た
が
、
２
カ
月
で
な
ん
と

約
２
百
万
円
が
集
ま
り
、
組
合
員
の
パ

ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

加
瀬　

現
在
、
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
の

電
源
と
し
て
、
秋
田
県
に
か
ほ
市
で
生

活
ク
ラ
ブ
風
車
「
夢
風
」、
山
形
県
遊

佐
町
で
は
「
庄
内
・
遊
佐
太
陽
光
発
電

所
」
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
一
方
的
な

搾
取
に
な
ら
な
い
よ
う
、
交
流
を
続
け
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
基
金
を
造

成
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
東

京
か
ら
は
遠
い
。
今
回
、
さ
が
み
こ
フ

ァ
ー
ム
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
ぐ
っ
と

近
い
場
所
で
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
取
り
組
め
た
意
義
は
大
き
い
で
す
。

す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
こ
と
で
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
よ
り
身
近
に
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
始
め
た
当

初
、
地
域
の
農
家
の
み
な
さ
ん
は
ど
ん

な
様
子
で
し
た
か
。

山
川　

農
業
関
係
者
か
ら
は
白
い
目
で

見
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
の
下
で
農
業

が
で
き
る
の
か
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
、
夏

の
猛
暑
。
暑
さ
で
地
域
の
生
産
量
が
落

ち
た
と
き
も
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

さ
が
み
こ
フ
ァ
ー
ム
の

実
践
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
を
示
す

加
瀬　

必
要
な
の
は
「
こ
う
い
う
ま
ち

に
住
み
た
い
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
も
あ
わ
せ
て
描
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
の
農
地
を

守
る
活
動
と
し
て
始
ま
っ
た
生
活
ク
ラ

ブ
農
園
あ
き
る
野
で
も
、
ソ
ー
ラ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
が
で
き
る
と
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

山
川　

東
京
都
の
再
エ
ネ
担
当
職
員
が

さ
が
み
こ
フ
ァ
ー
ム
に
視
察
に
来
た
時

「
東
京
で
は
な
か
な
か
難
し
い
」
と
話

し
て
い
た
の
で
、
生
活
ク
ラ
ブ
農
園
あ

き
る
野
の
こ
と
を
紹
介
し
た
ん
で
す
よ
。

実
現
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
！

加
瀬　

生
活
ク
ラ
ブ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
動
の
原
点
は
、
１
９
８
６
年
の
チ
ョ

ル
ノ
ー
ビ
リ
原
発
事
故
。
そ
の
事
故
で

提
携
生
産
者
の
茶
葉
が
汚
染
さ
れ
て
供

住
み
た
い
ま
ち
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る

＊3
く
い
存
在
に
な
る
。
だ
か
ら
、
さ
が
み

こ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な

ど
の
収
穫
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
と
い
う
再
エ
ネ
に
も
出
会
え

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

加
瀬　

楽
し
さ
の
先
に
、
学
び
が
あ
る

の
が
い
い
で
す
ね
。

平
田　

こ
れ
か
ら
先
、
熱
波
や
災
害
、

温
暖
化
に
よ
り
、
人
間
だ
け
で
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
生
態
系
を
含
む
多
く
の

命
の
危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ　

に
よ
る
今
の
予
測
で
は
２
１
０
０

年
の
気
温
上
昇
に
は
幅
が
あ
り
、
３
度

い
ま
せ
ん
。
今
す
ぐ
に
メ
ン
バ
ー
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら

こ
そ
、
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
た
と
え
ば
「
な
ん
で
家
の
中
が

こ
ん
な
に
寒
い
の
？
」
と
い
う
疑
問
か

ら
、
行
政
に
「
断
熱
工
事
の
補
助
金
を

出
し
て
」
と
、
し
く
み
を
変
え
る
た
め

の
要
望
を
出
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

加
瀬　

断
熱
す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
に

も
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

山
川　

さ
が
み
こ
フ
ァ
ー
ム
で
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
進
め
る
時
も
、
規

制
の
壁
、
意
識
の
壁
、
い
ろ
ん
な
壁
に

ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
行
政
は
「
こ
う
い

う
法
律
が
あ
っ
て
で
き
な
い
」
と
言
う

け
れ
ど
、
調
べ
る
と
30
年
前
の
法
律
。

世
の
中
が
変
化
し
、
法
律
自
体
が
そ
ぐ

わ
な
く
な
っ
て
も
、
法
令
順
守
が
第
一

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
、

声
を
あ
げ
、
共
感
を
得
る
こ
と
で
行
政

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
田　

い
い
で
す
ね
！
国
の
政
策
な
ど

言
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る

こ
と
に
声
を
あ
げ
続
け
る
の
は
、
し
ん

ど
い
面
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
小
さ
な

実
践
を
も
と
に
「
や
っ
た
ら
で
き
た
！
」

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
そ

れ
に
は
、
地
域
で
声
を
あ
げ
る
の
が
良

い
ん
で
す
。「
子
ど
も
の
通
う
小
学
校
に

断
熱
材
を
入
れ
て
暑
さ
か
ら
子
ど
も
を

守
れ
た
」「
地
域
の
施
設
に
太
陽
光
発
電

を
設
置
し
た
」
な
ど
、
国
の
政
策
は
す

ぐ
に
は
動
か
な
く
て
も
、
地
域
の
実
践

や
条
例
な
ら
動
か
せ
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

山
川　

国
が
相
手
だ
と
問
題
が
大
き
す

ぎ
て
、
心
が
折
れ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

グ
の
畑
だ
と
生
育
が
良
い
。
パ
ネ
ル
の

日
陰
が
、
作
物
に
と
っ
て
も
そ
こ
で
働

く
人
に
と
っ
て
も
有
益
だ
と
気
づ
い
て

も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

平
田　

国
の
審
議
で
は
「
農
地
に
ソ

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
建
て
る
な
ん
て
け
し

か
ら
ん
！
」「
再
エ
ネ
は
あ
て
に
な
ら

な
い
！
」
な
ど
の
極
端
な
議
論
も
飛

び
交
い
、
再
エ
ネ
中
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
は
で
き
な
い
と
本
気
で
考
え
ら

れ
て
い
る
ん
で
す
。
現
場
か
ら
そ
れ

を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
は
食
だ
け
で
な
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
生
み
出
せ
て
い
る
。
そ
う
し

た
事
実
を
見
せ
る
の
が
効
果
的
で
す
。

給
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、

脱
原
発
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
の
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
で
さ
ら
に
そ
の
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
の
電
力
自

由
化
で
、
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
が
ス
タ

ー
ト
し
、
家
庭
の
電
気
を
再
エ
ネ
由
来

の
も
の
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
東
京
の
組
合
員
の
約
５
％
が
切

り
替
え
ま
し
た
が
、
も
っ
と
増
や
し
て

い
き
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

山
川　

こ
ん
な
に
意
識
の
高
い
人
が
集

ま
っ
て
い
る
の
に
、契
約
者
が
ま
だ
５
％

と
い
う
の
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

伸
び
る
は
ず
！

平
田　

生
活
ク
ラ
ブ
は
組
織
力
も
あ
り

意
欲
の
高
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

大
事
な
の
は
自
分
の
組
織
だ
け
で
な
く
、

や
る
気
の
あ
る
団
体
や
組
織
と
連
携
す

る
こ
と
。
得
意
分
野
を
つ
な
げ
る
こ
と

で
新
し
い
う
ね
り
が
で
き
ま
す
。

加
瀬　

生
活
ク
ラ
ブ
だ
け
で
は
な
く
て
、

地
域
の
中
で
手
を
と
り
あ
え
る
団
体
や

人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

こ
う
い
う
ま
ち
、
こ
う
い
う
未
来
を
つ

く
り
た
い
。
そ
れ
に
賛
同
す
る
人
を
増

や
し
て
、
再
エ
ネ
中
心
の
社
会
を
実
現

さ
せ
た
い
で
す
。

＊3 IPCC：気候変動に関する政府間パネル。1988 年に世界気象機関と国連環境計画によって
　  設立され、各国政府の気候変動に関する政策に対し、科学的な基礎をあたえる役割を担う

生活クラブでんきに切り替えよう

生活クラブでんきは、さがみこファームをはじめとした再生
可能エネルギーを中心に供給しています。自宅の電気を
切り替える、お友だちに電気の切替を勧める、そうした取
組みが、再生可能エネルギーの力を強くする第一歩です。

＊4 2024 年 4 月に Climate Integrate が発行し
　 ている 『日本の政策決定プロセス：エネルギー
　 基本計画の事例の検証』より、委員構成を検証
　 した内容は右記の通り

山川勇一郎さんを講師に迎え学習会を開催します。
ぜひご参加ください。 化石燃料を中心にし

た既存システムから
の脱却に対する姿勢
をClimate Integrate
独自の判断基準に基
づき評価

エネルギー基本計画の策定にかかる主要会議体の
委員構成（第 6 次―第 7 次）より基本政策分科会を抜粋

加瀬 和美 さん

平田 仁子 さん山川 勇一郎 さん

年齢
60 代
42%

50 代
21%70 代

33%

不明 4%

スタンス
消極的 63%

（ 現 状 維 持 に
近い立場）

どちらとも
いえない 
29%

積極的 8%
（エネルギー
転換の推進に
積極的な立場）

＊5 アンモニア混焼：燃焼しても CO2 が発生しないアンモニアを石炭と混焼することで CO2 削減が見込
　  まれるとしているが、アンモニアは海外で化石燃料から生成し輸送されることも想定され課題も多い

平
田　

ま
さ
か
！
私
は

む
し
ろ
燃
え
る
タ
イ
プ
で
す
（
笑
）

山
川
＆
加
瀬　

さ
す
が
！
（
笑
）

性別

男性
62%

女性
38%

学習会案内

＊5

2025 年 2 月 17日（月）
10:30 ～ 12:30
場所：生活クラブ館（オンライン併用）
　　　   小田急線「経堂駅」から徒歩 3 分

＊4



● WEB でも詳細の確認・お申込みができます

問
合
せ

事業部
ＴＥＬ 03-5426-5206

《7》 《6》

展示即売会

※社会情勢を鑑みて、企画内容が変更、または中止・延期となる場合があります。ご了承ください。

生活クラブの学校 
受講料は組合員価格。記載のない場合無料
オンラインの記載がない場合は会場のみ
会場記載がない場合は生活クラブ館 （世田谷
区宮坂 3-13-13）開催　　　　　　　　　　　　  

東京理事の リレーコラム 
「生産量 0.06％」とても貴重な国産加工用トマト

世界の加工用トマトの生産量は 2023 年時点で約 4,441 万トン。
国別ではアメリカ1,156 万トン、中国 800 万トン、イタリア 540
万トンの順になっています。日本は 2.7 万トンで約 0.06％です。
1974 年 11 月に誕生した「生活クラブのトマトケチャップ」は 50
年を迎えました。①合成添加物不使用 ②国産加工用トマト使用 
③びん容器使用、の 3 つを組合員から生産者に要望し、今日ま
でにさまざまな変更や改良に取り組んできました。そんなトマトケ
チャップも利用が減少しており、2018 年の利用人員率 48％から
2023 年には 39％と推移しています。
生活クラブのトマトケチャップの製造を支えている、加工用トマト
の生産者である㈲丸エビ倶楽部、種子や苗の提供・栽培指導・
加工を担う日本デルモンテ㈱、提携生産者のコーミ㈱の三社が業
務連携協定を結び、主原料である国産加工用トマトの生産を守
り、日本の食料自給に貢献しています。また、国内産地の課題解
決に向けた新たな栽培契約や、提携産地を広げ生産現場を支え
るしくみにも取り組んでいます。
私たちも利用するだけではなく、生産現場にも目を向けて生産す
る消費者として取り組む時代にきています。国産加工用トマトを守
りたいという強い想いが産地をつくり、次世代につながっていきま
す。ぜひ、生活クラブのトマトケチャップをきっかけに、お友だち
に生活クラブを紹介してほしいと思います。

（生活クラブ東京　専務理事　金丸 正樹）

切り取って下の部分を提出してください

生活クラブ東京 WEB サイトからも提出できます。みなさんの声をお待ちしています。 生活クラブ東京　わたしの声

※ご記入いただいた情報は目的以外、または次の条件以外では第三者に開示しません。
①ご本人の同意がある時　②ご本人と特定できない状態で開示する時　③生活クラブの関連団体、提携先より回答することが望ましい場合。

生活クラブや消費材への意見・
要望、企画申込みはこの用紙で。

回答は、組合員活動の経験を活かして
専任スタッフがお答えしています。

〈お願い〉ご記入の内容について該当項目に○をつけてください。
①提案・要望・質問　②みんなに伝えたいこと　③ジョイエスの感想　④企画申込み　⑤その他
●質問には 2 週間程度でお答えしていますが、詳しい調査が必要な場合などさらに時間をいただくことがあります。
※事故品の連絡は現物を保存のうえ、すぐにコールセンター・デポーにお電話ください。生鮮品の報告は翌週までです。
※配送をご利用の方は配達便に、デポーをご利用の方は各デポーのフロアーワーカーズまでご提出ください。

センター
デポー

組合員
コード

氏名 電話番号 提出日

/
事務局記入欄

センター／デポー 東京本部

／
印

ご希望のイベント名を
ご記入ください

●天地堂 ランドセル
2025 年モデル発売中！人気カラーから品切れ
になります。ランドセルをお買い上げの方にも
れなく、防水用カバーをプレゼント。カタログ
ご希望の方は、お電話または右上の二次元コー
ドよりお申し込みください。

サイズやデザインなど細かいところまで好みに
あわせてお仕立てします。約４週間でお届け。

【NPO 法人コミュニティスクール・まちデ
ザイン（CS まちデザイン）との共催企画】
食農共育講座

●レアメタルと気候危機～「脱炭素」
の裏で何が起きているか～
12 月12日（木）10:30 ～ 12:30
講師：田中滋さん

（NPO 法人アジア太平洋資料センター (PARC) 事務局長）

受講料：2,000 円
再生可能エネルギーや電気自動車には、レア
メタルが必要です。PARC 制作の DVD を視
聴して、ニッケル採掘現場で起きている衝撃
の事実を知り、脱酸素のために私たちがすべ
きことについて考えます。

問
合
せ

NPO 法人 ACT（アクト）
ＴＥＬ 03-5302-0393

問
合
せ

NPO法人ＣＳまちデザイン
ＴＥＬ 03-5426-5212

 スーツ・ジャケット・ワイシャツのお仕立て

●デポー国領駅前 展示会
12 月 7 日（土）8 日（日）10:30 ～ 17:30
会場：調布センター（調布市国領町 3-4-3）
TEL：042-442-0710（デポー国領駅前）
同時出展：【両日】宝飾品（かたやま工芸）、
メガネ（アイ・メイト）、シルクインナー

（PeaPod）【8 日のみ】靴（パラマウント）、
婦人服（ファーレ）、生活雑貨（日本月桃）

問
合
せ

展示会関連
ＴＥＬ 03-3324-4502（10:00 ～ 16:00）
定休日：水・日（祝日は営業）

●困難を抱えている親や子どもへ
の対応（オンライン講座）
12 月16日（月）13:30 ～ 15:30
講師：永田陽子さん

（NPO 法人子ども家庭リソースセンター副理事長）

受講料：3,000 円 ※ ACT 会員無料（年会費 3,000 円）

虐待やヤングケアラーなど、親子を取り巻く環
境に問題意識を持つ方、困難を抱えている親
や子どもを支援につなげるスキルを身に付けた
い方におすすめです。

【NPO 法人アビリティクラブたすけあい
（ACT）運動グループとの共催企画】
 まちの相談パートナー養成講座

●きく屋宝石店 クリスマス催事
12 月5日（木）～ 12日（木）10:00 ～ 19:00
※ 8日（日）は 18:30 まで
会場：㈱きく屋宝石店 渋谷・宮益坂本店

（渋谷区渋谷 1-8-7）
キュートなプチジュエリーから、ゴージャスな
ダイヤジュエリーまで取り揃えております。ご
来場お待ちしております。

協同村
豊かな自然の中で、農業体験やキャンプ
などが楽しめる生活クラブの施設です
入村料：510 円（4 歳～小学生 310 円）
駐車料：300 円／１日（3/15 まで） 

問
合
せ

協同村ひだまりファーム
あきる野市戸倉 863

ＴＥＬ 042-596-0103  休村日：火・水

【NPO 法人地球野外塾との共催企画】

●薪割りとたき火料理デイキャンプ
1 月 19 日（日）9:30 ～ 16:00
参加費：5,000 円／ 1 人
3 つの方法で作った薪で、たき火と料理を作
ります。

●家庭の食医 季節の養生法
講師：中島玲子さん

（漢方薬・生薬認定薬剤師、国際中医師、国際中医薬膳管理師）

受講料：2,800 円／回
月 1 回の講座で、「目・耳・鼻・口・尿道」
で起こりやすい症状を取り上げます。
12 月17日（火）10:30 ～ 12:30

「耳」の不調に対する養生法です。
1月14日（火）10:30 ～ 12:30

「尿道」の不調に対する養生法です。

● 2025 年 度 東 京都予算 編 成に関する提 案書　●たねと食とひと
＠フォーラム 2024 年度講座への賛同について　● 2024 年度生活クラ
ブ東京総代意見交換会および新年交流会について　●新たな中間支援
組織の設立に向けた中間方針案と意見集約および今後のスケジュールに
ついて　●家事支援事業実験取組み総括案と今後の進め方について　
● NGO 共同声明「停戦を、今すぐに。」への賛同

月　理事会報告　議事抜粋

いのちと水の連続講座（全 4 回）

●第４回 高田先生に聞く「水のはなし」
～身近な野川から太平洋まで～
1月18日（土）13:30 ～ 15:30
講師：高田秀重さん（東京農工大学教授）

会場：オープンイノベーションフィールド多摩
国分寺館（国分寺市南町 3-22-10）

2023 年に実施した野川での調査結果や、プ
ラスチックだけでなく合成洗剤や化学物質全
般についてお話しいただきます。

問
合
せ

政策調整部
ＴＥＬ 03-5426-5204

わたしの声Ｑ＆ＡＱ
Q:	消費材のかまぼこなどの練り物に
リン酸塩は使われていますか。

A: 生活クラブの練り物類はすべて、リン酸塩を
使わない「無リンすり身」が原料です。

市販の練り物の多くは、原料の白身魚をすり身にして、1 年ほど冷凍

保存します。その間たんぱく質の変性を防ぐため、リン酸塩が使わ

れます。しかし、リン酸塩は体内でカルシウムの吸収を抑制する働き

があり、過剰摂取には注意が必要です。また、現在の食品表示法では、

加工品の原材料であるすり身に添加物として使われているリン酸塩に

は表示義務がないため、使われているのか分かりにくくなっています。

生活クラブの練り物は「リン酸塩無添加のすり身を使用する」「保存

料・合成着色料無添加」「包装形態の簡素化」を条件としてつくられ

ています。質の高い原料を使うなど、生産者が試行錯誤の結果実現

させた「無リンすり身」の練り物類を、ぜひご利用ください。

A

Instagramキャンペーン
Instagram で生活クラブについての写真とコメントを投稿し応募すると、
抽選で 30 名に 2,000 円相当の消費材セットをプレゼント！

Step1 生活クラブ東京のアカウント（@seikatsuclub_tokyo）をフォロー

Step2「#生活クラブ使ってみたキャンペーン」をつけて投稿

キャンペーン詳細はこちら▶

●東京真珠 展示会
銀座の地で約 60 年、真珠・ダイヤモンドの
大卸をしている宝飾品総合卸商社です。
組合員に直接提供できるので、高品質なジュ
エリーを低価格で購入可能です。

○謝恩セール
12 月6日（金）～ 8日（日）10:30 ～ 19:00
※ 8日（日）は 18:00 まで
会場：時事通信ホール 2 階（中央区銀座 5-15-8）

広 と々した会場でゆっくりとご覧いただけます。

●久月 正月飾り・ひな人形 
展示即売会
11月23日（土）～12月8日（日）9:30 ～ 18:00
正月飾り・早期ひな人形
1 月18日（土）～ 2 月2日（日）9:30 ～ 18:00
ひな人形
会場：久月浅草橋総本店（台東区柳橋 1-20-4）
TEL：03-5687-5176
正月飾り・ひな人形を特別価格で購入できま
す。組合員確認ができる、配達伝票やデポー
カードなどをお持ちください。

【環境政策委員会主催企画】

平和フォーラム

●終わらない戦争を終わらせるには
～私たちに何ができるか～

（オンライン併用）
12 月7日（土）10:00 ～ 12:00
講師：伊藤千尋さん（ジャーナリスト）

平和活動の一環として、12 月にパレスチナ産
オリーブオイルを取り組みます。オリーブオイ
ルを入り口に、中東情勢についての理解を深
め、改めて「平和」の問題に向き合います。

お友だちに生活クラブを紹介いただいたあなたに

トマトケチャップをプレゼント！
2024年

12月末まで

応募期間：2024年 12月1日〜2025年 2月28日

○クリスマスセール
12 月18日（水）～ 22日（日）11:00 ～ 19:00
会場：東京真珠 ㈱銀座ショールーム

（中央区銀座 6-16-3）

普段がんばっている自分へのご褒美にも！
お手頃価格で多数取り揃えています。

羽
子
板

破
魔
矢

問
合
せ

役員室
ＴＥＬ 03-5426-5202

●ひとりの『わがまま』から、みん
なの『それな！』に換えていくまち
づくり（オンライン併用）
12 月21日（土）10:00 ～ 12:30
講師：富永京子さん（立命館大学産業社会学部准教授）

著書『みんなの「わがまま」入門』で意見の
異なる人 と々社会をつくる提案をしている講師よ
り基調講演をいただき、市民が主人公のまち
づくりを考えます。

【生活クラブ運動グループ東京連絡会との
共催企画】
 ピアふぇすた 2024



生活クラブ東京の組合員による組合員のための機関紙

12月号 2024DECEMBER

のらっこあきる野で、種子や農法にこだわった野菜づくりを楽しく体験しませんか？
10月の講習会では、冬野菜の種まき・定植・栽培管理の実演と説明を行い、それぞれの区画で作業をすすめました

私たちの手でできることを始めよう
「今、ここ」から変えていくエネルギー政策

イベント案内（展示会・協同村・生活クラブの学校）

リレーコラム
「生産量0.06％」とても貴重な国産加工用トマト
わたしの声Q＆A・わたしの声カード など

隙間時間を活用してデポーをサポート

組織の概要（2024年 10月末現在）

●組合員数 (デポー含む )92,870人  ● 10月度加入817人 /脱退553人

● 10月度利用高21億 2,527万円 /世帯当り29,558円 (デポー除く )

生活者・生産者をむすぶ生活クラブ（エス）を楽しみ、参加する（エンジョイ＆ジョイン）ための情報提供がジョイエスの役割です

P6

P7

P8

P2-5

【鼎談】
平田 仁子さん（一般社団法人Climate Integrate 代表理事）
山川 勇一郎さん（株式会社さがみこファーム 代表取締役社長）
加瀬 和美さん（生活クラブ東京 理事長）

生活クラブ農業体験農園「のらっこあきる野」
募集対象：組合員とその家族で定期的に通える方　
利用期間：2025年3月下旬～2026年1月末まで
利用料金：年間44,000円（税込）
　　　　　※指導料・農具・種苗・収穫物代金含む
募集区画数（予定）：20区画　※1区画約24㎡

場所：あきる野市下代継（JR五日市線 武蔵引田駅または秋川駅より徒歩 12分）
申込締切：2025年 1月 13日（月）
※申し込み多数の場合は抽選。入園説明会のお知らせを別途ご案内します

お問合わせ：政策推進課　TEL 03-5426-5204

2025年度
参加者募集

お申込みはこちら▶

年内は 12/30（月）まで開所
年始は 1/6（月）からスタートします

年末年始スケジュール

WEBサイト Facebook Instagram
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ただいまクリスマス用の鶏肉、年末年始の鮮魚の予約受付中！

詳細・申込みは
各デポーまで

12/31（火）～1/3（金）の配達はお休みです
一部配達曜日に変更があります。ご注意ください。

●月曜・火曜配達の方
12月5回は一日ずつ前倒しの日程でお届けします。
・月曜配達の方 12/29（日）　・火曜配達の方 12/30（月）
●水曜・木曜・金曜配達の方
12月４回が年内最後のお届けです。配達曜日の変更はありません。
・水曜配達の方 12/25（水）　
・木曜配達の方 12/26（木）
・金曜配達の方 12/27（金）

1/6（月）から配達開始

を活用して
 を

新しく見つけたデポーとの関わりかた

まち・せたがや　
高橋 弘子さん

年末のデポーでの受け取りの際にワークのチラシを貰っ
て、家も近いので軽い気持ちで登録しました。1回2時間
からと隙間時間に出来るので続けやすいです。お子さんが
幼稚園に行っている間にされている方もいます。野菜の袋
詰めや消費材の陳列など簡単な作業が多いので、誰でも参
加できるところがおすすめです。旬の野菜を手にしながら
レシピを教えあったり、来所した生産者とお話をしたり、
作業しながらのコミュニケーションも楽しいです。

　ワークはデポー運営に必要な組合員活動（有
償ボランティア）です。1時間のワークで食
品のみに使える500円分のデポーお買い物
ポイントとして還元されます。ワークシェア
リングの考え方をベースにみんなで少しずつ
作業を担います。
　クリスマス・正月用品をスムーズに受け渡
しができるよう、たくさんの
ワークを募集しています。

試食ワーク
生産者による消費材の紹介の時に
試食の準備のお手伝い

組込ワーク
季節品カタログや広報紙など
印刷物をひとまとめにセット

情報ワーク
「組込ワーク」でひとまとめにした
印刷物を近隣の組合員宅へポスティング

年末特別ワーク
予約のクリスマス・正月用品
の仕分け、組合員へ受け渡し

まずは年末の特別ワークに

登録しませんか？

予約〆切▷11/30（土）
受渡日▷ 12/21（土）～23（月）

クリスマス用　生鶏肉（丸鶏・骨付きモモ）

※いずれもデポーにて受け渡しとなります　

年末用　マグロ・ブリ・カンパチ・カニ
予約〆切▷12/7（土）
受渡日▷ 12/29（日）・30（月）

年内の最終配達

ワークした分はお金ではなくお買い物ポイントで還元されるところにも組合員活動
らしさを感じています。無理なく自分のライフスタイルに合わせてできるワーク
をこれからも続けていきたいです。

年始の配達

配送をご利用の方へ

デポーをご利用の方へ

フロアーワーク
消費材の陳列、野菜の袋詰め、
フロアーへの荷出しなど
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